
第４学年 国語科学習指導案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．単元名 谷原小のよさを発信しよう 

 

２． 教材名 新聞記者になろう 

 

３． 単元の目標 

◎新聞の特徴と作り方を知り、記事にすることを決めて、文章を書こうとする。 

【国語への関心・意欲・態度】 

◎記事にすることを決めて、伝えたいことが明確になるように文章を書くことができる。 

【書くこと】 

○読み返して、必要に応じて修正することができる。【言語事項】 

 

４． 評価規準 

国語への関心・意欲・

態度 

・新聞の特徴と作り方を知り、進んで新聞の作り方を知ろうとしてい

る。 

書くこと ・書く内容を整理し、文章構成を考えたり、新聞記事の特徴や「使い

たい表現」を使ったりして記事を書いている。 

言語事項 ・文章を読み返し、必要に応じて修正することができる。 

 

 

 

 

 

どの子も自信をもって書くことができる指導法の工夫 

～モデル文や文集「練馬の子ら」を活用して～ 

○相手や目的に応じて、書こうとすることの中心を明確にし、段落相互の関係に注

意して書くことのできる子 

○自分の思いや考えを書くための教材を意欲的に収集・選択し、進んで書こうとす

る子 

○書いたことを発表し合い、友達の考えを受け止めて更に考えることのできる子 

研究主題 

めざす児童像 



５． 単元について 

（１）児童の実態    意識調査より 

◆考察 

アンケート結果から、書くことが好き（まあ好き）と答えている児童は、１回目の意識調査か

ら徐々に増え、今回の意識調査では全体の約９割まで増えた。書くことに慣れたことや「書けて

うれしい」という実感がもてたこと、書いたものがみんなに紹介されたことで書く意欲が高まっ

たことなどが要因である。しかし、まだ書くことがあまり好きではなく、苦手意識があったり、

どうやって書けばいいかわからなかったりしている児童もいる。また、書くときに困っているこ

とや教えてほしいことの設問では、好きと感じている児童の中にも、「書き出しが難しい。」「書

くことが思い浮かばない。」などと感じていることや技術的に段落や句読点の使い方に不安を感

じていることが分かった。 

 

◆学年の児童の実態 

 ３年生の時は、楽しくお話づくりをしたり日記を書いたりと書くことに多く取り組み、書くこ

とに慣れてきた。４年生になって取り組んだ１０分間作文の時間では、段落の分け方、句読点の

使い方、常体、敬体など書く技能を学ぶことで、構成を考えながら書くことができるようになっ

てきた。今まで、書くことが苦手な子や書けない子が、諦めずに前向きに取り組み、書けるよう

になってきている。また、学習したことを日記や行事作文に活用する姿も見られるようになった。 

 

（２）単元設定の理由 

見学したことや調べたことなどを新聞に書く機会は多い。しかし、新聞の特徴や書き方について

学ぶ機会は少なく、どうやって書けばいいのか分からないまま書いている児童も多い。そこで、本

設問 回答項目 平成２４年

５月 

平成２５年

２月 

平成２５年

７月 

国語の勉強は好きですか。 好き ２６人 ２８人 ２９人 

まあまあ好き ４２人 ４４人 ４７人 

あまり好きではない ２０人 １５人 １６人 

本を読むことは好きですか。 好き ７０人 ６３人 ６３人 

まあまあ好き １３人 ２１人 ２６人 

あまり好きではない  ５人  ３人  ３人 

書くことは好きですか。 好き ３６人 ４４人 ４９人 

まあまあ好き ３５人 ３１人 ３３人 

あまり好きではない １７人 １２人 １０人 

書くことの中で一番すきなこと

は何ですか。 

作文 １４人  ７人 １３人 

日記 ２９人 ２３人 １６人 

詩  ６人 １２人  ４人 

お話づくり ２７人 ３５人 ４７人 

その他 １２人  ９人 １２人 



単元では、新聞の特徴や新聞らしい表現について押さえ、その特徴や表現を使って実際に新聞作り

を行う。 

また、新聞の特徴である報道文を学ばせたいと考えた。そこで、５W１H を入れ、インタビューで

分かったことや担当者の思いなどを簡潔にまとめて書く活動も取り入れることとした。 

 

（３）学習材について 

本単元では、まずは実際の新聞記事の文章から特徴を調べることにした。次に昨年１２月に完成

した新校舎のよさを取り上げ、「給食室に親子調理方式が導入」されたことを記事にした自作教材を

モデル文として使用する。そこから新聞を書くために必要な構成や新聞記事の表現などを学習させ

る。 

    

６．主題に迫るための指導の工夫 

（１）児童に興味・関心をもたせる単元計画の工夫 

新聞を書くにあたり、「伝えたい」「知ってほしい」という思いを文章に書かせたいと考えた。そ

こで、本単元では「谷原小じまん」というテーマで新聞を書くこととし、昨年１２月に完成した新

校舎の施設や学校ならではの行事などを保護者や在校生に改めて伝えることで意欲を高める。 

 

（２） モデル文・共通教材の工夫 

 新聞記事は内容が多様なため、「使いたい言葉」をそのまま共通教材や個別教材で使用するのは難

しい。そこで、身に付けさせたい指導事項を以下の通り明確にした。 

    〈文章構成〉 

      

 

 

 

 

 

〈新聞記事の表現の特徴〉 

① 文が短い ②常体で書かれている ③「私」「ぼく」などの主語は省略されている 

④体言止めが効果的に用いられている ⑤会話の表現が多様 ⑥数字の扱い 

 

以上のことを学べるモデル文を作成し、新聞記事に書けるようにした。 

モデル文として、「給食室に親子調理方式が導入」されたことを新聞記事にした自作教材を使用し

た。実際に児童にとって親子調理方式が導入された事実は、初めて知ることであり、強い興味をも

つと考えられる。そのため、取材を行い、わかった事実を伝えることは、児童にとって意義がある

と共に新聞作りへの関心を高めることができる。 

共通教材には、現在建設中である体育館棟、プール棟について建設会社の方に取材したことを用

い、現在の進捗状況や作業員・建設会社の人の思いなどを新聞記事にすることにした。 

 

見出し・小見出し 

初め 概要部分＝リード文（いつ・どこで・だれが・何をした） 

中 ・紹介 ・詳しい出来事 ・インタビューしたときの会話 

・担当者の願い 

終わり まとめ（今後のことや印象に残ったこと） 


